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　6 年ほど前になりますが、脚本家の
倉本聰先生から「富良野自然塾」とい
う NPO 法人を立ち上げるので参加し
ませんかというお誘いを受けました。
倉本先生が塾長になって、ゴルフ場の
跡地を緑の森に還す活動を始めると
いうので、喜んで参加させていただ
きました。今年も 7 月 29 日と 30 日
に行われた「3 世代ファミリーキャン
プ」という１泊２日のプログラムのイ
ンストラクターを務めさせていただ
きました。近年は三世代が同居してい
るご家族は少ないですし、おじいちゃ
ん・おばあちゃんと一緒にテントで
寝るという経験も今の子ども達には
なかなかできないことなので、それだ
けでも有意義だと思います。
　１日目の環境教育のひとつに「46
億年地球の道」という、フィールド内
に設けられたコースを約１時間かけ
て参加者と一緒に歩くプログラムが
あります。地球が生まれてから現在ま
でおよそ 46 億年が経っているわけで
すが、そのとてつもなく長い時間を自
然塾では 460 メートルの距離に置き
換え、さまざまなドラマを乗り越えて
今の地球があり、生物が何度も絶滅の
危機を迎えたことを実感として学べ
るようになっています。 

　地球がどんなに繊細で、油断をすればたちまちこのバランスが
崩れてしまい、しかもその原因を作り出しているのは実は私達一
人ひとりの生活にもあるんだということをわかっていただける

ようにお話しながら、そのコースを歩くんです。

地球がどういう状態にあるか気づくことが大切なんです。
テレビ・映画・舞台で活躍する竹下景子さんは、さまざまな社会貢献活動にも積極的
に参加しています。そんな竹下さんに「富良野自然塾」の活動についてうかがいました。

竹下景子さん（女優）の話の話紙
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はつらいよ』のマドンナ役
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　地球温暖化と言われていますが、温暖というとハワイみたい
にぬくぬくと暖かくて気持ちがいいというような良いイメージ
にとられがちなので、自然塾では危機感を持っていただくために

「地球高温化」というふうに言っています。高温化の原因は 200
年前に産業革命が起こり、人間が化石燃料を消費することを覚え
て、その大量消費の結果、二酸化炭素の排出量が増えたことにあ
ります。200 年前というのは「46 億年地球の道」では、ゴール

（現在）のわずか 0.02 ミリ手前でしかないんです。
　石炭でいえば３億 5000 万年前、石油でいえば２億年前につ
くられた地球からの大事な贈り物をわずか 200 年足らずの間に
人類はほぼ使い切ってしまおうとしている。そして、それが高温
化の原因になっている。情報として知っていても、まだまだ自分
と離れた問題として捉えている風潮が強いので、今、地球がどう
いう状態にあるか気づくことの大切さをお話しているんです。 
　２日目の午前中の後半に植樹をして、プログラムは終了します。
植樹の前に実生の苗を見つけて採る作業もするのですが、すぐに
は移植できないので、スタッフが用意してくれた実生の苗を3本
セットにして植えます。木が三つなので自分の「森」を作りましょ
うと。植樹するのはミズナラ、ヤチダモ、イタヤカエデ、ヤマモモ、
エゾヤマザクラ、ハルニレといった富良野の代表的な樹木です。
　実生の苗は「カミネッコン」
という再生紙ダンボールから
作られた六角形型の植栽用紙
ポットに入れて植栽します。土
ごと移植するので苗にストレ
スがかからず、ゴルフ場跡地
のやせた土地でも根付きます。

「カミネッコン」は小さな苗を
保護するとともに、やがては土
に還る優れ物なんです。紙には
こんな利用方法もあるのかと
改めて感心させられます。

富良野塾の植樹で使った
「カミネッコン」
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当社グループCSR報告書が優秀賞を受賞

　日本製紙グループが発行したCSR報告書2009が、「第13回環境報
告書賞・サステナビリティ報告書賞」の環境報告書部門で優秀賞を
受賞しました。今回、過去最多の413点
の応募があるなか、環境報告書部門で最
優秀賞が一点、優秀賞が二点選ばれてい
ます。表彰理由として、「事業活動と環境
の関係を軸にして、原料調達にも責任を
持つ視点を丁寧に説明している」と評価
をいただきました。

エコフォト大賞を開催

　日本製紙グループでは6月の環境月間に合わせて、グループ従業
員とその家族を対象とした写真コンクール「エコフォト大賞」を開催
しました。「自然の中の生き物たち」など
３つのテーマが設定された今回は、大賞
として日本製紙（株）北海道工場の遠藤
三枝子さんの作品が選ばれたほか、11作
品が入賞となりました。

　5月に行った植樹に対して、アンケート等を通じて、様々なご感想をいただきました。それらの多くは「楽しかった」、「また植えたい」、そし
て「成長するのが楽しみ」という声で、木を植えることを多くの皆様に楽しんでいただけたようです。来年も、丸沼高原の大自然の中での植樹
を計画しています。ウェブサイト等でまたご案内させていただきますが、植樹を楽しみ、丸沼の自然を楽しんでいただけるようなイベントに
していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。（笹間）
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参加者のサポートに備え、事前に植え
方を学んだ当社グループ従業員
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前夜祭で講演する宮脇先生

普段あまり運動しないの
で、体を動かして気持ち
よかったです。
自分の植えた苗がちゃん
と育っているか、また見
に行きたいと思います。

植樹は初めてでした。
私でもできるか不安でし
たが、スタッフの方が
親切にアドバイスしてく
れたので、楽しく植樹
ができました。

植樹で汗を流す芳賀社長（（株）日本製

紙グループ本社）

植樹１：スタートは土を掘り返し、 
苗を植える作業4

植樹2：敷き詰めるワラは苗を乾燥か
ら守り、養分にもなる優れもの5

開会式：植樹に先立つ開会式で
は約700名の参加者が一堂に3 事前準備： 植樹がスムーズに

進むようスタッフと宮脇先生とで
打ち合わせ

2

植樹前：スキー場脇の斜面
のふもとには苗が用意1

傾斜が急なため、当日植え切れな
かった斜面にも後日苗を植え、植栽
地を完成させました。

植樹当日の流れ

植樹後の
トン汁は大人気
でした。
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宮脇先生に
植え方を実践
指導していただ
きました。
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本格的デビュー。映画『男
はつらいよ』のマドンナ役
を 3 度務め、『学校』では
第 17 回日本アカデミー
賞優秀助演女優賞を受賞。
2007年、舞台『朝焼けの
マンハッタン』『海と日傘』
で第 42 回紀伊國屋演劇
賞個人賞を受賞。テレビ・
映画・舞台への出演の他、
2005 年日本国際博覧会

「愛・地球博」日本館総館
長をはじめ、「世界の子ど
もにワクチンを日本委員
会」ワクチン大使、国連 
ＷＦＰ協会（国連世界食糧
計画）顧問、C・C・C富良
野自然塾でのインストラ
クターなど幅広く活動し
ている。

PROFILE

　地球温暖化と言われていますが、温暖というとハワイみたい
にぬくぬくと暖かくて気持ちがいいというような良いイメージ
にとられがちなので、自然塾では危機感を持っていただくために

「地球高温化」というふうに言っています。高温化の原因は 200
年前に産業革命が起こり、人間が化石燃料を消費することを覚え
て、その大量消費の結果、二酸化炭素の排出量が増えたことにあ
ります。200 年前というのは「46 億年地球の道」では、ゴール

（現在）のわずか 0.02 ミリ手前でしかないんです。
　石炭でいえば３億 5000 万年前、石油でいえば２億年前につ
くられた地球からの大事な贈り物をわずか 200 年足らずの間に
人類はほぼ使い切ってしまおうとしている。そして、それが高温
化の原因になっている。情報として知っていても、まだまだ自分
と離れた問題として捉えている風潮が強いので、今、地球がどう
いう状態にあるか気づくことの大切さをお話しているんです。 
　２日目の午前中の後半に植樹をして、プログラムは終了します。
植樹の前に実生の苗を見つけて採る作業もするのですが、すぐに
は移植できないので、スタッフが用意してくれた実生の苗を3本
セットにして植えます。木が三つなので自分の「森」を作りましょ
うと。植樹するのはミズナラ、ヤチダモ、イタヤカエデ、ヤマモモ、
エゾヤマザクラ、ハルニレといった富良野の代表的な樹木です。
　実生の苗は「カミネッコン」
という再生紙ダンボールから
作られた六角形型の植栽用紙
ポットに入れて植栽します。土
ごと移植するので苗にストレ
スがかからず、ゴルフ場跡地
のやせた土地でも根付きます。

「カミネッコン」は小さな苗を
保護するとともに、やがては土
に還る優れ物なんです。紙には
こんな利用方法もあるのかと
改めて感心させられます。

富良野塾の植樹で使った
「カミネッコン」

株式会社日本製紙グループ本社 CSR 本部 CSR 部　〒 100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-2-2　TEL: 03-6665-1447

ホームページ :  �http://www.np-g.com/inquire/（お問い合わせ） http://www.np-g.com/appliform/（資料請求）
お問い合わせ先

当社グループCSR報告書が優秀賞を受賞

　日本製紙グループが発行したCSR報告書2009が、「第13回環境報
告書賞・サステナビリティ報告書賞」の環境報告書部門で優秀賞を
受賞しました。今回、過去最多の413点
の応募があるなか、環境報告書部門で最
優秀賞が一点、優秀賞が二点選ばれてい
ます。表彰理由として、「事業活動と環境
の関係を軸にして、原料調達にも責任を
持つ視点を丁寧に説明している」と評価
をいただきました。

エコフォト大賞を開催

　日本製紙グループでは6月の環境月間に合わせて、グループ従業
員とその家族を対象とした写真コンクール「エコフォト大賞」を開催
しました。「自然の中の生き物たち」など
３つのテーマが設定された今回は、大賞
として日本製紙（株）北海道工場の遠藤
三枝子さんの作品が選ばれたほか、11作
品が入賞となりました。

　5月に行った植樹に対して、アンケート等を通じて、様々なご感想をいただきました。それらの多くは「楽しかった」、「また植えたい」、そし
て「成長するのが楽しみ」という声で、木を植えることを多くの皆様に楽しんでいただけたようです。来年も、丸沼高原の大自然の中での植樹
を計画しています。ウェブサイト等でまたご案内させていただきますが、植樹を楽しみ、丸沼の自然を楽しんでいただけるようなイベントに
していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。（笹間）
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表彰式の様子 大賞「工場内で子育て中」
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